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開粋ホ埼原水の トンタロロニチLrン、テ トラクロ臨キヤレンの値が現在
の批滉帖ちば、ュプレーシ■こr設備が故聯なく相戴'できる間、ホ雪轟請|こ
輩合 したホ童求の供給店Tr曲ですが、施貿●岩打他に伴 う故障が発生 した
場合、歴準に避台・したホ讃ホのは船がで学をく〔おるため、他か告確は簿た
切コ審える必要がありますとこの事について出説判でも主鞭じているとお
りです。

(2)朕 北に 「Aの 構競り保磁に鞠する環境品常」を超えた鞠貿が含まれてい
ることは、ホ遣部の48JLの理由であり、その判断根拠に申いてほ、戦判に。
おいて主輯していることで、水崎部の考えに変わり性おりません。

(3)棋 掛浄水器の休止亀山職、平出 19年 3月 5日 の軒 1回 地元龍靭会にお雄
しした資料 〔甲常 4号 紙)で 脱鞘したとおりです。

〔4)事 業に閥る方針lt伸々の尊韓体が実情t工合わせ独白に決定するもので、
他い事業体にどのような方針があるかは、孝B提 していませAre

tS〕 『宇治帝第 4次 総合計回」には、水資源の碑供について 「将来の水器要に

対応するたわt京 都府常永道からの受水を図るとともに、自巴水源の確保
に野めます。」とあり、ホ源の確保性自己永の租偉|こ限出せず、府営ホい稚
催も価●モ

.お
ります。白弔水の碑件に関することは地城的なことを十分靖

慮 した力1ら、機肘してtい りますので、宇治市の総合計田の☆更になりま
せん。
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(1)〔 2)平 成 18牛 産の予算では神現静水場の選格に脚る予算は計上されて
おり,19年 3月 の神胡静永録のポンデ紙 障の際には、安定した水出水の供
鮎皆徹3するため神税浄A規 ,の運騒音鯉縮する必要世i工あり 聴 急需件Jと
して地正な手続きの下、ポ:rプ愛換を行oた ものですフ
調を.開 杵水準は休止決定0議 会議機のT、 運特た問る十算は嗣'上され

て錯与注tどlH予 算の緊づけいFFい地記1に関る赳打Fド新た輸機持者行 うこ
とはできず、脚韓永場のポンプの愛撫ほ通常促)メI:デナンユ範聞を超えた
業聯となりi十 .

(3)党 館 した共竜ホの供おいためギ年難能週に伴い■4軒えが見込まれるポン

プを享前に津Aし 、故障i■備出ること,ま通常仔‐ていることであり.弊 急
時に規格が兜じなら購Aも 日と出 う鶴所h設 担することもあることです。
神堀静ホ転●ぷンゴ愛縄は、■当な手縦きの4と イil t、現在に重っている
ものであリニすロ


